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◆パートⅡ Ｅ「排泄ケアのロボット」 

Ｅのロールプレイで「排泄ケアのロボット」の研修会が出てきます。そこで、介護ロボ

ットの現状について少し記しておきます。 

 

経済産業省が介護ロボットの普及に力を入れていますが、なかなか普及が進みません。

その理由としては、「高い導入コスト／利用者や施設の抵抗感」などが挙げられます。

そのような中でも、少しでも介護現場の負担を減らし、快適に利用者さんも介護スタッ

フも過ごせるようにと、さまざまな工夫が重ねられています。 

 

「介護ロボットポータルサイト」を見てみましょう。 

https://www.robotcare.jp/jp/priority/priority06 

 ＜排泄支援＞ 

   排泄物の処理にロボット技術を用いた設置位置の調整可能な以下の様な特徴を 

   持つトイレを、排泄支援機器として重点的に開発を行います。 

    

例：自動ラップ式排泄処理システム 

        https://www.robotcare.jp/jp/development/05_07 

 

次の写真を見ると、パートⅡのＤにある「家具調ポータブルトイレ」という言葉も 

イメージが出来るのではないでしょうか。 

 

 

 

https://www.robotcare.jp/jp/priority/priority06
https://www.robotcare.jp/jp/development/05_07
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◆介護の基本「排泄のことば」 

「排泄の介助」について、楽しく学べるように、「便のチェック」では、イラストを工

夫し、オノマトペを使って表にしました。 

 

また、同じことについて「いろいろな言い方がある」ことを、学んでもらえるようにし

ました。 

 

「トイレの川柳」に関しては、学習者の方も５．７．５で川柳を楽しんでいただけるよ

う、入れてみました。すべて自作ですが、以下のような点に配慮しました。 

  ＊「ウォシュレットの句」 
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     ウォシュレットは、留学生のエピソードによく出てきます。そこで、この形 

     で入れてみました。また、「TOTOトイレ川柳 2022」では、次の句が「中学生・

高校生賞」を獲得しました。 

       留学生 別れ悲しむ ウォシュレット（アキクサ） 

 

  ＊「お手洗いの句」 

     これは、１７文字の中に「お手洗い／トイレ／お便所」、そして柳号に 

     「せっちん」を使い、４つの言い方を示してあります。 

     「せっちん」は、今ではほとんど死語に近い状態ですが、この柳号を見て 

     高齢の方は「おもしろい！」といった反応を示してくださいます。「雪隠 

     （せついん）」が音変化して「せっちん」となりました。雪隠の語源につい 

     ては諸説ありますので、ここでは省略します。 

 

   ＊「お通じの句」 

      これは、「晴れ晴れ」と「雨上がり」の柳号でイメージをだぶらせました。 

      また、お通じは、利用者さんにとっても大切なこと、ここで言葉も入れて 

      おきたいと考えました。 

 

学習者の方にも「川柳づくり」を楽しんでいただけたら、と思います。毎年「TOTOトイ

レ川柳」の募集がありますので、応募してみては如何でしょうか。2022年度の授賞作品

の発表は、こちらです。 

https://jp.toto.com/pages/knowledge/useful/senryu/2022/award/ 

 

◆トイレットペーパー型川柳集『第18回トイレ川柳大賞』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最優秀賞 

https://jp.toto.com/pages/knowledge/useful/senryu/2022/award/
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  生きている だから僕らは トイレする（ほり・たく） 

 

「嬉しい」賞 

  子の後の 綺麗なトイレ 知る成長（きまる） 


